






― 実践的なマインド教育の一例を中心にして ― 
 
A Study of the Educational Programs under the Liaison 
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The purpose of this paper based on some researches and questionnaire is to examine the 
Liaison with Japanese Carrier and the practical educational programs developed out of the 
liaison relationship between a junior college and an airline company.  ‘Liaison’ here means 
the Industry-Academia Alliances.  One of the most important issues for the career education 
in a junior college for women in Japan is her distinction from a technical school.  I should 
like to prove in the following discussion that practicing educational programs aimed at the 
development of hospitality mind ought to be a priority concern in order to maintain her 
identity and distinction from other types of educational institutions.  

















































具体例となるＳ女子短期大学注 2 における「産学連携」は、Ａ航空会社注 3 グループのシンクタ






























































































































7月下旬 ■ 第2回調査 
⑥調査結果 




 第1回調査   Table1 制服着用実習の効果 
順位            分類                 度  数 
1 エアラインの雰囲気がつかめる                 27  (67.5%) 
2 実習が楽しい                         24  (60.0%) 
3 やる気が出る                         16  (40.0%) 
4 憧れだったから                                                 8  (20.0%) 
5  実習に臨む心構えが出来る                                       8 (20.0%) 
6 CA/GSになった気分がする                                      4  (2.5%) 
（40人が回答） 
第2回調査   Table2 制服着用実習の効果 
順位            分類                 度  数 
1 周囲が皆きれいになっていった                  25(62.5%) 
2 目的が明確になった                                              22(55.0%) 
3 身だしなみが乱れていると制服が似合わないことを自覚した          18(45.0%) 
4 実習に臨む心構えが出来る                                        17(42.5%) 
5  チームワークという意識が生まれた                                10(25.0%) 
6 努力をするようになった                                           8(20.0%) 
7  エアラインの雰囲気がつかめる                                     8(20.0%)   
8 実習が楽しい                                                     3( 7.5%) 
（40人が回答） 
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(1) Aグループ分析結果より 
  「店舗における視覚効果の重要性について」 
   結論１（服装）･･･お揃いのユニフォームエプロンの着用は以下のデメリットを改善する
ことで高い購買意欲に繋がる。（■デメリット □メリット ◎改善プラン） 
■ 威圧感があり、近寄りがたい＝入りにくいお店という印象 
□ 見た目に統一感、清潔感があり安心して食品を買おうとする気持ちになる。 
     ◎ お客様との「壁」を無くすように店舗の前に出る者、中に位置する者など店員の
立ち位置を変えた。 






   「役割分担とコミュニケーションの重要性について」 
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